
 

「交通労働災害防止のためのガイドライン」（平成 20 年４月３日付け基発第 0403001 号別添）の新旧対照表 

 

改  正  後 

 

改  正  前 

 

第３ 適正な労働時間等の管理及び走行管理の実施 

１ 適正な労働時間等の管理及び走行管理の実施 

 事業者は、疲労等による交通労働災害を防止するため、改

善基準告示等を遵守し、無理のない適正な運転時間等を設定

した適正な走行計画を作成すること等により、自動車（四輪

以上に限る。）の運転業務に主として従事している労働者（

以下、「運転業務従事者」という。）の十分な睡眠時間等の

確保に配慮した適正な労働時間等の管理及び走行管理を行う

こと。 

 また、事業者は、走行開始又は修了の地点と運転業務従事

者の自宅の間の移動に要する時間等の状況を考慮し、十分な

睡眠時間を確保するために必要のある場合は、より短い拘束

時間（労働時間と休憩時間（仮眠時間を含む。）の合計をい

う。以下同じ。）の設定、宿泊施設の確保等の必要な措置を

講じること。 

 さらに、高速乗合バス及び貸切バス事業者においては、運

転者の過労運転を防止するため、国土交通省が定めた交替運

転者の配置基準（旅客自動車運送事業運輸規則（昭和31年運

輸省令第44号）の解釈等を示した国土交通省の通達（平成14

年１月30日付け国自総第466号・国自旅第161号・国自整第14

9号「旅客自動車運送事業運輸規則の解釈及び運用について」

）の第21条（６）①ロに定められた「高速乗合バス及び貸切

バスの交替運転者の配置基準について」の２に定められた「

高速乗合バス及び貸切バスの交替運転者の配置基準」をいう

。）を遵守すること。 
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